
● 『本宮市』誕生

● 本宮市役所のご案内

● 本宮市職員配置

● 申告の準備はお早めに

● ２月４日は、本宮市長選挙です

平成19年１月（創刊）号の主な内容

１
平成19年1月16日発行

2 0 0 7 年
N o .1＜創刊号＞

新しい歴史の幕開け
　平成19年１月１日、本宮市が誕生しました。

　１月４日午前８時10分から本宮市役所玄関で行なわれた

開庁式では、岡部善宜市長職務執行者らによるテープカット

が行なわれ、新しい歴史のスタートを祝いました。

（写真は、右から高松義行前本宮町議会議長、佐藤嘉重

前本宮町長、岡部市長職務執行者、蛭田勇成福島県県北地

方振興局長、根本善裕前白沢村議会議長）
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「本宮市」誕生「本宮市」誕生
新しい歴史の第一歩が踏み出されました

平成19年1月1日

　

平
成
19
年
１
月
１
日
、
本
宮
町
と
白
沢
村
が
合
併
し
、

「
本
宮
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

人
口
、
３
１
、
７
５
４
人
（
平
成
19
年
１
月
１
日
現

在
）、
面
積
８
７
・
９
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
本
宮
市
」

と
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
２
町
村
が
築
い
て
き
た
歴
史
と
文
化
、
産
業

を
生
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、「
水
と

緑
と
心
が
結
び
合
う
、
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

　
　

「
明
る
く
豊
か
な
ふ
る
さ
と
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
宮
市
長
職
務
執
行
者

岡　

部　

善　

宜

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
新
し
い
市
「
本
宮
市
」
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。

　

本
宮
町
と
白
沢
村
が
一
つ
と
な
り
、
３
２
，
０
０
０
市
民
の
大
き
な
夢

と
希
望
を
担
い
、
新
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑
と
心
が
結
び
合
う
、

未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
夢
の
実
現

に
向
け
て
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
が
輝
く
と
こ
ろ
に
「
ま
ち
」
の
輝
き
が
あ
り
、
人
が
幸
せ
を
感
じ
る

と
こ
ろ
に
「
ま
ち
」
の
豊
か
さ
が
あ
る
と
申
し
ま
す
。

　

新
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
高
齢
化
や
地
方
分
権
社
会
に
対
応
で
き

る
行
政
基
盤
を
確
立
し
な
が
ら
、
活
力
の
あ
る
「
ま
ち
」
を
造
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
「
明
る
く
豊
か
な
ふ
る
さ

と
」
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
様
に
は
、
新
し
い
本
宮
市
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
、
な
お
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

開庁式で市民や来賓を前に式辞を述べる岡部本宮市長職務執行者
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１月４日１月４日
本宮市役所で開庁式
白沢総合支所で開所式
本宮市役所で開庁式
白沢総合支所で開所式

１
月
１
日
は

各
行
政
委
員
へ
辞
令
交
付

　

本
宮
市
が
誕
生
し
た
１
月
１
日

は
、
岡
部
善
宜
市
長
職
務
執
行
者

が
条
例
・
規
則
等
の
告
示
や
教
育

委
員
会
委
員
、
消
防
団
長
な
ど
各

行
政
委
員
へ
の
辞
令
交
付
を
行
い

ま
し
た
。

　

仕
事
始
め
と
な
る
１
月
４
日
に

は
、
本
宮
市
役
所
（
旧
本
宮
町
役

場
）
と
白
沢
総
合
支
所
（
旧
白
沢

村
役
場
）
に
お
い
て
、
開
庁
式
、

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
市
役
所
の
開
庁
式
は
、
８

時
10
分
か
ら
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル

で
、
岡
部
善
宜
本
宮
市
長
職
務
執

行
者
（
前
白
沢
村
長
）、
佐
藤
嘉

重
旧
本
宮
町
長
、
高
松
義
行
旧
本

宮
町
議
会
議
長
、
根
本
善
裕
旧
白

沢
村
議
会
議
長
、
蛭
田
勇
成
福
島

県
県
北
地
方
振
興
局
長
ら
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
市

旗
が
披
露
さ
れ
、
岡
部
本
宮
市
長

職
務
執
行
者
か
ら
は
、「
合
併
新

法
下
で
全
国
初
め
て
の
新
設
、
対

等
合
併
市
と
な
る
。
地
理
的
条
件

を
最
大
限
に
生
か
し
、
心
か
ら
沸

き
出
る
知
恵
す
な
わ
ち
「
英
知
」、

そ
し
て
全
市
民
を
心
か
ら
慈
し
む

政
治
「
仁
政
」
の
拠
点
と
し
て
本

宮
市
役
所
を
こ
こ
に
開
庁
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、「
本
宮
市
」
誕
生
を
祝
い

ま
し
た
。

　

白
沢
総
合
支
所
の
開
所
式
お
よ

び
仕
事
始
め
の
式
は
、
午
前
10
時

か
ら
総
合
支
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
白
沢
総
合
支
所
銘
板
の
除
幕

が
さ
れ
た
後
、
岡
部
市
長
職
務
執

行
者
か
ら
の
訓
示
が
あ
り
ま
し

た
。市

民
の
皆
さ
ん
も

　
　

早
く
か
ら
来
庁

　

１
月
４
日
は
、
窓
口
業
務
も
通

常
通
り
午
前
８
時
30
分
か
ら
行
わ

れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
早
く
か
ら

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

市　　章

　本宮市の頭文字「も」
をモチーフにデザイン
化。
　「豊かな自然（水・緑・
川）」「飛翔する鳥」「合
併の２町村」をイメー
ジすると共に、未来に
向かって飛躍・発展す
る新市を力強くシンボラ
イズしています。

　

１
月
１
日
に
岡
部
市
長
職
務
執
行
者

か
ら
辞
令
を
受
け
る
川
名
榮
消
防
団
長

訓示

新市第１号のバイクナンバーの交付
を受ける加藤寿幸さん（青田字羽山）

白沢総合支所銘板の除幕をする岡部市長職務執行者と佐久間和夫支所長

▲

　

岡
部
市
長
職
務
執
行
者
か
ら
訓
示
を

受
け
る
支
所
職
員

▲
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本宮市の行政組織機構本宮市の行政組織機構

総合政策部

市　　　長 総　務　部助　役

副市長
19/４/１施行

19/３/31 廃止（会計管理者 19/４/１施行）

総　務　課

秘書広報課

財　政　課

施設管理課

税　務　課

企画政策課

行政経営課

子育て支援室

市　民　課

生活安全課

保健福祉課

高齢福祉課

商工労政課

農　政　課

建　設　課

上下水道課

地域振興課

生活福祉部

福祉事務所

産業建設部

企　業　局

白沢総合支所

住民生活課

保健福祉課

産　業　課

建　設　課

会　計　課

庶務係、議事係

監査係

書記

庶務係、農地係

事　務　局

事　務　局

事　務　局

事　務　局

事　務　局

議　　　　　　　　会

監 　 査 　 委 　 員

選 挙 管 理 委 員 会

農　業　委　員　会

固定資産評価審査委員会

教育総務課教育委員会 教　育　部

収入役

教育長

幼保学校課

中央公民館

白沢公民館

生涯学習センター

総務係、職員係

秘書係、広報広聴係

財政係、契約係

財産管理係、営繕係

市民税係、資産税係、収納係

政策推進係、地域調整係、男女共同参画係

行政改革推進係、情報統計係、合併進行管理係

子育て支援推進担当

生活安全係、消防防災係、環境保全係

健康づくり係、社会福祉係、生活支援係、家庭児童相談室

長寿福祉係、介護保険係、地域包括支援センター

商工労政係、観光物産係、企業誘致係

農政係、農林係

管理係、維持係、土木係、建築係、都市計画係

庶務係、地域振興係、税務係

住民窓口係、生活環境係、白岩出張所窓口係

福祉係、白沢保健センター保健係

農政係、農林係、商工観光係

管理係、維持係

審査係、出納係、総合支所分室会計係

総務係、教育施設係
幼保教育係（幼稚園５・保育所５）
学校教育係（小学校７・中学校３）

社会教育担当（総務）、文化振興担当、社会体育担当

学校給食センター

水道業務係、水道施設係、下水道業務係、
下水道施設係、白沢水道事務所業務係

社会教育担当（社会教育施設・地区公民館５）、文化
振興担当（文化施設・サンライズもとみや・歴史民俗
資料館）、社会体育担当（社会体育施設）
社会教育担当（社会教育施設・公民館分館６・夢図書
館）、文化振興担当（文化施設・ふれあい文化ホール・
カルチャーセンター）、社会体育担当（社会体育施設）

市民窓口係、国保年金係、岩根出張所、
国保白岩診療所医事係
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市民ホール

エ
レ
ベ
ー
タ

議
会
事
務
局

正
副
議
長
室

ト
イ
レ

階
段

階
段

エ
レ

ベ
ー
タ

応
接
室

ト
イ
レ

階
段

階
段

ト
イ
レ
・

エ
レ
ベ
ー
タ

ト
イ
レ

階
段

階
段

ト
イ
レ

助
役
室

議
員
控
室

大
会
議
室

常任委員会室

市長室

傍 聴 席

本会議場

教
育
長
室

農　業
委員会 農政課

税務課

商　工
労政課 建設課

相談室

会計課監査委員
事務局

東側玄関

警備員・日直室 ＣＤ
正面玄関

保　健
福祉課 市民課 高　齢

福祉課
生　活
安全課

子育て
支援室

行　政
経営課

企　画
政策課

秘　書
広報課 総務課

施　設
管理課

会計課
分　室

選挙管理
委 員 会

財政課 幼　保
学校課

教　育
総務課

会　議　室

階
段

応

接

室

建

設

課

住
民
生
活
課

保
健
福
祉
課

白
沢
水
道
事
務
所

土
地
改
良
区

ト
イ
レ

印
刷
室

正面玄関

会 議 室

職員玄関

産 業 課

地域振興課

１階１階

１階１階

２階２階

３階３階

本宮市役所と白沢総合支所案内本宮市役所と白沢総合支所案内
　平成19年１月１日から本宮市がスタートしました。これに伴い本宮市役所と白沢総合支所の各部課等の配置が、
次のようになっていますのでお知らせします。

本宮市役所
〒969－1192
福島県本宮市本宮字万世212番地
TEL0243－33－1111　FAX0243－34－3138

白沢総合支所
〒969－1292
福島県本宮市糠沢字小田部１番地
TEL0243－44－2111　FAX0243－44－2447
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総　

務　

部

▼
総
務
部
長　

中
野
一
夫

【
総
務
部
総
務
課
】

▼
次
長
兼
参
事
兼
総
務
課
長　

渡

辺
友
衛
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
総

務
係
長　

佐
藤
栄
恭
▼
課
長
補
佐

兼
職
員
係
長　

渡
辺
豊
和
▼
主
査

野
々
村
知
賀
子
▼
主
査　

馬
場
広

元
▼
主
査　

菅
野
貴
恵
▼
主
査　

鈴
木
正
史
（
福
島
県
派
遣
）
▼
副

主
査　

川
名
真
紀
▼
主
事　

野
崎

俊
弘
▼
主
任
交
換
手　

橋
本
弘
子

【
総
務
部
秘
書
広
報
課
】

▼
秘
書
広
報
課
長　

移
川
英
也
▼

副
主
幹
兼
秘
書
係
長　

本
多
光
雄

▼
副
主
幹
兼
広
報
広
聴
係
長　

矢

吹
誠
司
▼
主
査　

根
本
寛
子
▼
主

任
運
転
手　

増
子
直
吉
▼
主
任
技

能
員　

渡
辺
洋
子

【
総
務
部
財
政
課
】

▼
次
長
兼
参
事
兼
財
政
課
長　

根

本
昭
吉
▼
課
長
補
佐　

鈴
木
弘
治

▼
主
任
主
査
兼
財
政
係
長　

松
野

義
則
▼
副
主
幹
兼
契
約
係
長　

橋

本
善
一
▼
副
主
幹　

渡
辺
実
津
子

▼
主
査　

川
名
美
和
子
▼
主
事　

伊
藤
利
恵

【
総
務
部
施
設
管
理
課
】

▼
施
設
管
理
課
長　

根
本
久
雄
▼

副
主
幹
兼
営
繕
係
長　

国
分
純
一

▼
副
主
幹
兼
財
産
管
理
係
長　

菅

野
安
彦
▼
副
主
幹　

国
分
恵
子
▼

副
主
幹　

伊
藤
康
倫
▼
副
主
幹　

相
原
達
郎
▼
主
任
技
能
員　

本
泉

稔
和

【
総
務
部
税
務
課
】

▼
参
事
兼
税
務
課
長　

伊
藤
昌
男

▼
参
事　

桑
原
政
行
▼
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
市
民
税
係
長　

武
田
正

利
▼
主
幹
兼
収
納
係
長　

鈴
木
隆

▼
主
幹　

桑
原
四
郎
一
▼
副
主
幹

兼
資
産
税
係
長　

渡
辺
和
義
▼
副

主
幹　

渡
辺
徳
美
▼
副
主
幹　

若

竹
孝
夫
▼
主
査　

鈴
木
哲
史
▼
主

査　

三
浦
祐
資
▼
主
査　

遠
藤
智

顕
▼
副
主
査　

加
藤
功
▼
副
主
査

伊
藤
美
和
▼
副
主
査　

河
原
功
▼

副
主
査　

渡
辺
剛
志
▼
主
事　

遠

藤
幸
子
▼
副
主
査　

川
名
智
裕
▼

副
主
査　

三
浦
公
康
▼
副
主
査　

佐
藤
秀
幸

　

総
合
政
策
部

▼
総
合
政
策
部
長　

渡
辺
仁
一

【
総
合
政
策
部
企
画
政
策
課
】

▼
次
長
兼
参
事
兼
企
画
政
策
課
長

根
本
昌
康
▼
課
長
補
佐
兼
政
策
推

進
係
長　

後
藤
章
▼
副
主
幹
兼
地

域
調
整
係
長　

安
斎
良
次
▼
主
任

主
査
兼
男
女
共
同
参
画
係
長　

橋

本
信
人
▼
主
査　

高
橋
浩
一
（
福

島
県
よ
り
）
▼
主
事　

佐
藤
敬
史

【
総
合
政
策
部
行
政
経
営
課
】

▼
行
政
経
営
課
長　

登
梛
恒
▼
参

事　

根
本
守
▼
副
主
幹
兼
情
報
統

計
係
長　

鈴
木
孝
一
▼
副
主
幹
兼

行
政
改
革
推
進
係
長　

佐
原
政
義

▼
主
任
主
査
兼
合
併
進
行
管
理
係

長　

平
野
智
▼
主
任
主
査　

佐
藤

一
彦
▼
主
査　

大
越
理
津
子
▼
主

査
菅
野
繁

【
総
合
政
策
部
子
育
て
支
援
室
】

▼
子
育
て
支
援
室
長　

国
分
郁
夫

（
子
育
て
支
援
推
進
担
当
）
▼
副

主
幹　

加
藤
恵
子

　

生
活
福
祉
部

▼
生
活
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長　

鈴
木
悦
雄

【
生
活
福
祉
部
市
民
課
】

▼
次
長
兼
参
事
兼
市
民
課
長　

叶

栄
徳
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
国
保

年
金
係
長　

野
内
秀
夫
▼
副
主
幹

兼
市
民
窓
口
係
長　

国
分
健
寿
▼

副
主
幹　

阿
部
裕
子
▼
副
主
幹　

佐
藤
富
子
▼
副
主
査　

杉
村
裕
恵

▼
副
主
査　

三
瓶
賀
子
▼
主
査　

八
幡
裕
子
▼
主
査　

菅
野
仁
▼
副

主
査　

遊
佐
隆
信
▼
副
主
査　

富

川
和
朋
▼
主
事　

川
名
隆
裕
▼
国

民
健
康
保
険
白
岩
診
療
所
長　

木

城
敬
志
▼
主
任
看
護
技
師　

根
本

敦
子
▼
副
主
幹
兼
医
事
係
長　

林

稔
之

【
生
活
福
祉
部
生
活
安
全
課
】

▼
生
活
安
全
課
長　

渡
辺
賢
一
▼

主
幹　

押
山
勝
吉
（
安
達
地
方
広

域
行
政
組
合
派
遣
）
▼
副
主
幹
兼

生
活
安
全
係
長　

朝
倉
清
敏
▼
副

主
幹
兼
消
防
防
災
係
長　

安
田
章

▼
副
主
幹
兼
環
境
保
全
係
長　

金

子
勝
英
▼
副
主
幹　

渡
辺
裕
美
▼

副
主
査　

広
瀬
健
一

【
生
活
福
祉
部
保
健
福
祉
課
】

▼
参
事
兼
保
健
福
祉
課
長　

伊
藤

明
雄
▼
主
幹　

佐
藤
泰
（
社
会
福

祉
協
議
会
派
遣
）
▼
副
主
幹
兼
健

康
づ
く
り
係
長　

八
木
澤
典
子
▼

副
主
幹
兼
社
会
福
祉
係
長　

小
野

間
幸
一
▼
副
主
幹
兼
生
活
支
援
係

長　

宍
戸
正
▼
副
主
幹　

笠
原
雄

治
▼
副
主
幹　

武
田
か
よ
子
▼
副

主
幹　

野
内
順
子
▼
主
任
主
査　

二
階
堂
幸
恵
▼
主
任
保
健
技
師　

瓜
生
睦
子
▼
主
任
主
査　

矢
吹
ひ

ろ
み
▼
主
査　

遠
藤
勝
夫
▼
主
査

松
本
達
也
▼
副
主
査　

加
藤
真
由

美
▼
副
主
査　

佐
藤
英
之
▼
副
主

任
保
健
技
師　

山
本
聡
美

【
生
活
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
】

▼
参
事
兼
高
齢
福
祉
課
長　

石
川

信
▼
副
主
幹
兼
長
寿
福
祉
係
長　

根
本
真
弓
▼
副
主
幹
兼
介
護
保
険

係
長　

遠
藤
文
芳
▼
副
主
幹
兼
保

健
師
長　

安
斎
美
枝
子
▼
副
主
幹

国
分
ム
ツ
子
▼
主
査　

安
田
和
司

▼
副
主
任
保
健
技
師　

宮
内
友
美

▼
主
任
主
査
兼
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー　

渡
辺
真
理
子
▼
主
任
運

転
手　

渡
辺
信
太
郎

　

産
業
建
設
部

▼
産
業
建
設
部
長　

阿
部
司

【
産
業
建
設
部
商
工
労
政
課
】

▼
次
長
兼
参
事
兼
商
工
労
政
課
長

国
分
忠
一
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

観
光
物
産
係
長　

武
田
与
司
弘
▼

副
主
幹
兼
商
工
労
政
係
長　

高
橋

朋
久
▼
副
主
幹
兼
企
業
誘
致
係
長

遠
藤
良
一
▼
主
事　

國
分
一
輝
▼

主
任
運
転
手　

神
野
藤
辰
男

【
産
業
建
設
部
農
政
課
】

▼
農
政
課
長　

山
本
政
明
▼
副
主

幹
兼
農
政
係
長　

渡
辺
義
輝
▼
副

主
幹
兼
農
林
係
長　

橋
本
久
雄
▼

副
主
幹　

野
内
洋
子
▼
副
主
査　

小
木
浩
▼
副
主
査　

根
本
勇

【
産
業
建
設
部
建
設
課
】

▼
参
事
兼
建
設
課
長　

堀
井
和
廣

▼
副
主
幹
兼
維
持
係
長　

東
城
俊

治
▼
副
主
幹
兼
土
木
係
長　

武
田

博
喜
▼
副
主
幹
兼
管
理
係
長　

柴

田
久
幸
▼
副
主
幹
兼
建
築
係
長　

本
田
忠
▼
副
主
幹
兼
都
市
計
画
係
長

増
子
宗
一
▼
副
主
幹　

三
瓶
幹
夫

▼
副
主
幹　

佐
藤
淑
子
▼
主
任
主

査　

渡
辺
忠
一
▼
主
査　

八
木
一

志
▼
主
査　

野
内
保
広
▼
主
査　

川
名
隆
之
▼
主
査　

白
銀
喜
美
夫

　

企　

業　

局

▼
企
業
局
長　

伊
藤
伸
一

【
企
業
局
上
下
水
道
課
】

▼
次
長
兼
参
事
兼
上
下
水
道
課
長

村
越
廣
志
▼
副
主
幹
兼
水
道
施
設

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

本
宮
市
職
員
配
置

〜 

平
成
　
年
１
月
１
日
付 

〜
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係
長　

本
田
重
夫
▼
副
主
幹
兼
水

道
業
務
係
長　

菅
野
秀
昭
▼
副
主

幹
兼
下
水
道
施
設
係
長　

木
下
泰

寿
▼
副
主
幹
兼
下
水
道
業
務
係
長

渡
辺
清
文
▼
副
主
幹　

柳
沼
公
男

▼
副
主
幹　

佐
藤
良
子
▼
副
主
幹

平
貞
夫
▼
主
任
主
査　

本
泉
宏
幸

▼
主
査　

野
内
千
恵
▼
主
事　

市

川
智
章
▼
副
主
幹
兼
業
務
係
長　

荒
川
貞
伸
▼
主
査　

渡
辺
久
幸
▼

副
主
査　

武
田
美
代
子

　

白
沢
総
合
支
所

▼
白
沢
総
合
支
所
長  

佐
久
間
和
夫

【
白
沢
総
合
支
所
地
域
振
興
課
】

▼
次
長
兼
参
事
兼
地
域
振
興
課
長

菊
地
善
久
▼
副
主
幹
兼
地
域
振
興

係
長　

移
川
善
弘
▼
副
主
幹
兼
庶

務
係
長　

柳
内
正
美
▼
副
主
幹
兼

税
務
係
長　

辻
本
弘
月
▼
主
査　

三
瓶
純
子
▼
副
主
査　

石
橋
淳
▼

副
主
査　

佐
藤
喜
宗
（
安
達
地
方

広
域
行
政
組
合
事
務
局
派
遣
）

【
白
沢
総
合
支
所
住
民
生
活
課
】

▼
参
事
兼
住
民
生
活
課
長　

遠
藤

義
富
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
住
民

窓
口
係
長　

菊
地
弘
子
▼
副
主
幹

兼
生
活
環
境
係
長　

根
本
享
史
▼

副
主
幹
兼
白
岩
出
張
所
窓
口
係
長

三
瓶
源
幸
▼
主
査　

国
分
文
洋
▼

主
査　

田
原
智
絵
▼
副
主
査　

鈴

木
和
英
▼
副
主
査　

石
川
百
代

【
白
沢
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
】

▼
保
健
福
祉
課
長　

安
藤
正
春
▼

副
主
幹
兼
保
健
係
長　

松
本
美
佐

江
▼
主
任
主
査
兼
福
祉
係
長　

国

分
孝
寿
▼
主
査　

松
本
敏
男
▼
副

主
任
保
健
技
師　

佐
藤
裕
子
▼
保

健
技
師　

吉
村
真
奈
美
▼
副
主
任

栄
養
士　

国
分
幸
恵
▼
副
主
査　

渡
辺
明
美
▼
副
主
査　

佐
藤
富
恵

【
白
沢
総
合
支
所
地
産
業
課
】

▼
産
業
課
長　

渡
辺
利
広
▼
副
主

幹
兼
農
林
係
長　

鈴
木
一
寿
▼
主

任
主
査
兼
商
工
観
光
係
長　

根
本

裕
三
郎
▼
主
任
主
査
兼
農
政
係
長

渡
邊
敏
雄
▼
副
主
査　

石
橋
直
樹

【
白
沢
総
合
支
所
建
設
課
】

▼
参
事
兼
建
設
課
長　

国
分
勝
雄

▼
副
主
幹
兼
管
理
係
長　

渡
辺
兼

野
▼
副
主
幹
兼
維
持
係
長　

三
瓶

明
▼
主
査　

渡
辺
孝
史

　

教　

育　

部

▼
教
育
部
長　

三
瓶
清
明

【
教
育
部
教
育
総
務
課
】

▼
次
長
兼
参
事
兼
教
育
総
務
課
長

佐
藤
安
雄
▼
副
主
幹
兼
総
務
係
長

松
山
仁
▼
主
任
主
査
兼
教
育
施
設

係
長  

安
藤
守
▼
主
査  

板
垣
美
紀

【
教
育
部
幼
保
学
校
課
】

▼
幼
保
学
校
課
長　

鈴
木
亨
▼
副

主
幹
兼
幼
保
教
育
係
長　

渡
辺
正

彦
▼
副
主
幹
兼
学
校
教
育
係
長　

三
瓶
隆
▼
副
主
査　

武
藤
洋
子
▼

主
事　

武
藤
正
昭
▼
主
任
技
能
員

国
分
友
子
（
本
宮
ま
ゆ
み
小
）
▼

主
任
技
能
員　

国
分
幸
子
（
岩
根

小
）
▼
主
任
技
能
員　

伊
藤
省
三

（
本
宮
一
中
）
▼
主
任
技
能
員　

斎
藤
康
子
（
本
宮
二
中
）

【
教
育
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

▼
参
事
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長　

橋
本
東
▼
主
任
技
能
員  

大
橋

富
雄

【
教
育
部
五
百
川
幼
稚
園
】

▼
主
幹
兼
副
園
長　

佐
藤
玲
子
▼

副
主
幹　

国
分
幸
恵
▼
副
主
幹　

増
子
公
子

【
教
育
部
岩
根
幼
稚
園
】

▼
主
幹
兼
副
園
長　

浜
崎
本
子
▼

副
主
幹　

岩
崎
絹
子

【
教
育
部
和
田
幼
稚
園
】

▼
主
幹
兼
主
任
幼
稚
園
教
諭　

有

賀
寿
美
子
▼
副
主
幹　

本
田
真
理

子
▼
副
主
任
幼
稚
園
教
諭　

渡
辺

美
和

【
教
育
部
糠
沢
幼
稚
園
】

▼
主
幹
兼
主
任
幼
稚
園
教
諭　

石

川
サ
ツ
キ
▼
副
主
幹　

柳
内
美
千

代
▼
主
任
主
査　

佐
々
木
幸
子
▼

主
任
幼
稚
園
教
諭　

菅
野
真
紀

【
教
育
部
白
岩
幼
稚
園
】

▼
主
幹
兼
主
任
幼
稚
園
教
諭　

先

崎
君
代
▼
副
主
幹　

渡
辺
亜
樹
▼

主
任
主
査　

渡
辺
美
紀

【
教
育
部
第
一
保
育
所
】

▼
次
長
兼
第
一
保
育
所
長　

村
越

恵
子
▼
副
主
幹
兼
副
所
長　

遊
佐

敏
子
▼
副
主
幹　

根
本
真
紀
子
▼

副
主
幹　

川
名
い
ち
子
▼
副
主
幹

杉
原
佳
代
子
▼
主
任
主
査　

遠
藤

道
子
▼
主
任
保
育
技
師　

佐
久
間

恵
理
子

【
教
育
部
第
二
保
育
所
】

▼
主
幹
兼
第
二
保
育
所
長　

大
河

内
千
恵
子
▼
副
主
幹
兼
副
所
長　

押
山
悦
子
▼
副
主
幹　

伊
藤
久
美

子
▼
副
主
幹　

伊
藤
美
智
子
▼
主

任
主
査　

橋
本
し
げ
み
▼
副
主
任

保
育
技
師　

松
坂
直
子
▼
副
主
任

保
育
技
師　

遊
佐
和
代

【
教
育
部
第
三
保
育
所
】

▼
主
幹
兼
第
三
保
育
所
長　

渡
辺

恭
子
▼
副
主
幹
兼
副
所
長　

佐
原

し
げ
子
▼
副
主
幹　

渡
辺
喜
美
代

▼
副
主
幹　

渡
辺
克
重
▼
副
主
幹

遠
藤
文
子

【
教
育
部
第
四
保
育
所
】

▼
主
幹
兼
第
四
保
育
所
長　

国
分

敏
子
▼
副
主
幹
兼
副
所
長　

猪
股

照
子
▼
副
主
幹　

中
村
孝
子
▼
副

主
幹　

渡
辺
経
子
▼
副
主
幹　

佐

久
間
眞
至
子
▼
主
任
主
査　

安
田

理
香
子

【
教
育
部
白
沢
保
育
所
】

▼
主
幹
兼
白
沢
保
育
所
長　

三
瓶

公
子
▼
副
主
幹
兼
副
所
長　

伊
藤

律
子
▼
副
主
任
保
育
技
師　

國
分

美
佳
子
▼
副
主
任
保
育
技
師　

矢

作
祐
子
▼
保
育
技
師　

根
本
絵
梨

子
▼
主
任
保
育
技
師  

加
藤
美
賀
子

【
教
育
部
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長　

渡
辺

正
博
▼
副
主
幹　

大
内
秀
夫
▼
副

主
幹　

小
沢
登
良
雄
▼
副
主
幹　

国
分
岩
子
▼
副
主
幹　

山
崎
義
夫

▼
主
任
主
査　

鈴
木
雅
文
▼
主
査

渡
辺
秀
紀
▼
主
査　

遠
藤
あ
け
み

▼
主
任
運
転
手　

佐
藤
義
勝

【
教
育
部
中
央
公
民
館
】

▼
参
事
兼
中
央
公
民
館
長　

山
中

郁
男
▼
主
任
主
査　

長
谷
川
正

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）　

【
教
育
部
白
沢
公
民
館
】

▼
白
沢
公
民
館
長　

田
中
安
嗣
▼

主
幹　

溝
井
正
弘
▼
副
主
幹　

菊

地
義
一
▼
副
主
幹　

斎
藤
由
美
子

▼
主
査　

石
川
志
津
子
▼
副
主
査

渡
邊
好
晴

　

議
会
事
務
局

▼
議
会
事
務
局
長　

立
川
盛
男

▼
局
長
補
佐
兼
議
事
係
長　

坂
上

清
彦
▼
主
任
主
査
兼
庶
務
係
長　

永
田
達
也
▼
主
査　

渡
辺
福
子

　

出
納
機
関
お
よ
び

　

各
行
政
委
員
会

　

事
務
局

【
会
計
課
】

▼
参
事
兼
会
計
課
長　

三
瓶
博
▼

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
審
査
係
長　

武
田
佳
久
▼
副
主
幹
兼
出
納
係
長

橋
本
利
男
▼
主
任
主
査
兼
会
計
係

長　

遠
藤
敦
子
（
会
計
課
白
沢
総

合
支
所
分
室
）

【
監
査
委
員
事
務
局
】

▼
参
事
兼
監
査
委
員
事
務
局
長 

佐
藤
正
勝
▼
副
主
幹
兼
監
査
係
長

佐
藤
司

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

阿
部

司
▼
主
幹
兼
局
長
補
佐
兼
農
地
係

長　

大
和
田
淳
▼
副
主
幹
兼
庶
務

係
長　

渡
辺
孝
江

【
退
職
】
平
成
18
年
12
月
31
日
付

▼
鈴
木
富
弥
▼
根
本
由
樹

▼
根
本
敏
明
▼
三
瓶
源
一
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申告の準備はお早めに申告の準備はお早めに申告の準備はお早めに
期間：２月９日㈮～３月15日㈭　※土・日・祝日を除く
◎申告会場は下記のとおりです。（会場が分かれます。）
注意！　申告会場を間違えると受付ができませんので、ご確認のうえおいでください。

受付時間　午前の部　　９時～ 11時 30分
午後の部　　１時～　４時 30分

住宅借入金等特別控除（住宅ローン減税）を受けられる方へ住宅借入金等特別控除（住宅ローン減税）を受けられる方へ
　住宅ローンを利用して、住宅を新築（増改築を含む）または建売住宅などを購入した場合で、一定の要件を満たす方が該当します。
【申告の際に準備するもの】
　①建築工事の請負契約書（写）または建物売買契約書（写）　　②住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書
　③建物の登記簿謄本　　④住民票の写し　　⑤源泉徴収票（原本）
　⑥敷地を、建物と一括で購入または新築の日前２年以内に購入したときなどは、敷地の売買契約書（写）や土地の登記簿謄本

農業所得の申告をされる方へ農業所得の申告をされる方へ
・水稲の作付面積が２ha 以上の方や、販売を目的に野菜などを耕作されている方は、収支計算により農業所得の申告をしてい
ただくことになりますので、経理状況を記入した帳簿や領収書などをお持ちください。

・水稲の作付面積が２ ha 未満（自家消費用畑の作付のみの場合を含む）の方も収支計算によることが原則ですが、「農業所得
簡易計算」による簡易な計算方式で算出することができます。
※平成 19年分（申告時期は平成 20年２月～３月）から農業所得簡易計算が廃止となります。
　そのため、今年の分から、収入と経費の分かる伝票・領収書を科目ごとにまとめ帳簿付けすることが必要になりま
すのでご注意ください。

医療費控除を受けられる方へ医療費控除を受けられる方へ
・自分や自分と生計を一にする親族のために医療費を支払った場合に認められます。
・控除額の計算式　
　（支払った医療費の額－保険金の補てん額）－（10 万円か「合計所得額×５％」の少ない方の金額）＝控除額
・医療費の控除額は、平成 18 年の１月から 12 月までに支払った分が該当となりますので、事前に領収書の日付の確認や、医
療費の集計をしてからおいでください。

対　　　象　　　者
①営業や農業などの事業所得がある方
②公的年金等の所得のみで、各種控除を受けるなど確定申
告が必要な方
③不動産、利子、配当などの所得がある方
④給与所得のある方で
・給与の収入金額が 2,000 万円を超える方
・２カ所以上から給与の支払いを受けている方
・平成 18 年中に退職し、その後就職しなかった方
・年末調整をしていない方
⑤土地や建物、山林などの譲渡所得があった方
⑥国民健康保険に加入している方
⑦ローンなどを利用してマイホームを取得した方
⑧医療費控除、生命保険料控除などを受ける方

　平成18年分所得の所得税や平成19年度市県民税、国民健康保険税の申告時期が間近になりました。申告の必要な
方は、１月下旬に各戸へ配布する「申告受付日程表」をご確認のうえ、各地区の指定日時に申告会場へおいでくだ
さい。
　なお、二本松税務署で申告される方は、申告書作成会場が福島県男女共生センター（二本松市郭内１－196－１、
二本松北小学校向かい）となりますので、ご注意ください。
　申告のお知らせについては、市のホームページにも掲載しています。http://www.city.motomiya.lg.jp/

申 告 に 必 要 な も の
○印鑑（口座振替納税の方は金融機関届出印）
○預金通帳または口座番号のわかる書類
○税務署から送付の申告用紙（税務署から送付のあった方）
○営業・農業・不動産貸付などの事業を営んでいる方は、
収支内訳書、売上、仕入、経費などがわかる書類
○勤務先などから発行される、源泉徴収票や支払証明書
○医療費や、生命・損害保険料、寄付金、障害者などの控
除を受ける方は、その証明書や領収書
○配偶者・扶養控除などを受ける方は、配偶者および扶養
親族の所得がわかる源泉徴収票または支払証明書など
○国民健康保険税や国民年金保険料などの社会保険料控除
を受ける方は、納入された保険料を確認できる領収書、
または証明書

平成 19 年１月１日現在の住所登録地が、
本宮・青田・荒井・仁井田・高木・岩根・関下地区の方は
申告会場が、
　本宮市役所２階会議室 となります。

平成 19 年１月１日現在の住所登録地が、
和田・糠沢・白岩・長屋・稲沢・松沢地区の方は
申告会場が、
　白沢総合支所２階会議室 となります。
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「国から地方へ」
所得税と市県民税がかわります。

「国から地方へ」
所得税と市県民税がかわります。

「国から地方へ」
所得税と市県民税がかわります。

　税制改正により、「地方のことは地方で」という方針のもと、地方分権を積極的に進めていくための柱として、税源移譲
が行われます。

【今回の申告で適用される改正内容につきましては次のとおりです。】
（１）所得割の税率が統一されます。【市県民税】
　課税所得により３段階に分かれていた税率が、一律10％に統一されます。
　※所得税は、平成19年分からの税率が、４段階から６段階に細分化されます。

【市県民税】　　　　　　　　　 現　行　　　　  改正後　　　【所得税】　　　　　　　　　　  現　行　　　　  改正後

　※税源移譲とは、国から地方への税源の移し替えのことです。税制改正後も「所得税＋市県民税」の負担は基本的に変わ
りません。

（２）税額控除（定率減税）の縮減および廃止【所得税・市県民税】

（３）住宅耐震改修特別控除が創設されました。【所得税】
　　　平成18年４月１日から平成20年12月31日までの間に、一定の耐震改修を行った場合その耐震改修に要した費用の額

の10％相当（上限20万円）を税額控除できます。
　※細かい条件が指定されていますので、不明な点は税務署へお問い合わせください。

　　　  【問い合わせ先】　　二本松税務署　個人課税部門　　　　　　電話0243－22－1193
　　　　　　　　　　　　  本宮市役所　　総務部税務課市民税係　　電話0243－33－1111（内線164－165）
　　　　　　　　　　　　  白沢総合支所　地域振興課税務係　　　　電話0243－44－2111（内線510）

【税務課からのお知らせ】

合併後も税金の納付書は、そのままご利用ください。
　旧本宮町・旧白沢村より送付されている税金の納付書は、合併後もそのままご利用いただけます。
　平成19年１月以降に新たに市から納付書が送付された方は、その納付書をご利用いただくことになります。

※税金を納付する場所は、従来どおり変更ありません。
※口座振替をご利用されている方は、従来どおりご指定の口座より引き落としいたします。
　なお、新たに口座振替を希望される方や、引落口座の変更などをされる方は、それぞれの金融機関の窓口で手続きをお取
りください。

　　　  【問い合わせ先】　　本宮市役所　総務部　税務課　33－1111
　　　　　　　　　　　　  白沢総合支所　地域振興課　　44－2111

課　税　所　得
平成18年度 平成19年度

税　率 税　率
200万円以下   5％

一律10％200万円超～700万円以下 10％ →
700万円超　 13％

課　税　所　得
平成18年分 平成19年分

税　率 税　率
195万円以下

10％
 ５％

195万円超～  330万円以下 10％
330万円超～  695万円以下

20％
→ 20％

695万円超～  900万円以下 23％
900万円超～1,800万円以下 30％ 33％

1,800万円超　 37％ 40％

市県民税
平成18年度 平成19年度～

所得割額の7.5％を控除（上限２万円） 廃止

所 得 税
平成18年分 平成19年分～

所得税額の10％を控除（上限12.5万円） 廃止
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◆投票できる人

　２月４日現在で満20歳以上（昭和62年２月５日までに生まれた人）で、本宮市選挙人名簿に登録されている人。なお、
選挙人名簿に登録されている人でも転出届を出された人は、投票できません。他の市町村から転入された人について
は、平成18年10月27日までに転入届を出され、引き続き住民登録されている人です。
　郵送される入場券をお持ちのうえ、各投票区ごとに定められた投票所で投票してください。

投票区名 旧町村名 投　票　所

本宮第１

本　

宮　

町

本宮第二児童館

本宮第２ 中央公民館

本宮第３ 本宮第一保育所

青　　田 青田農業構造改善センター

荒　　井 荒井地区公民館

仁 井 田 仁井田地区公民館

高　　木 本宮第二保育所

岩　　根 岩根農業構造改善センター

投票区名 旧町村名 投　票　所

和　　田

白　

沢　

村

和田新農業構造改善センター

糠　　沢 糠沢集落センター

白　　岩 白沢産業振興会館

長　　屋 長屋地区住民センター

稲　　沢 稲沢産業センター

松　　沢 松沢地区コミュニティセンター

投票所名 期日前投票所の場所

本宮市役所 本宮市本宮字万世212
本宮市役所２階　第３会議室

白沢総合支所 本宮市糠沢字小田部１
本宮市役所白沢総合支所分庁舎１階

　投票は、投票日の当日、投票所で行うことが原則です
が、一定の理由により投票日に投票所へ行けない人は、
期日前投票を行うことができます。郵送される入場券を
お持ちのうえ、期日前投票所で投票してください。

◆問い合わせ先　本宮市選挙管理委員会事務局　☎33－1111（内線219、220）

期日前投票期間

投票時間

1月29日（月）～ 2月3日（土）
午前８時30分～午後８時

本宮市長選挙が
行われます
本宮市長選挙が
行われます
本宮市長選挙が
行われます

投 票 日

投票時間

2月4日（日）

午前７時～午後６時

忘れずに
投票してね

期日前投票所

温泉利用のデイサービス
○ゆったりとした大浴場の温泉入浴。
○当旅館の板前が腕によりをかけたお料理。
○ご自宅までお車にて送迎いたします。

～ 心から くつろげるサービスを ～
自然から湧き出る温泉と、季節を映すお料理

TEL
〒964－0074　二本松市岳温泉 1－7
FAX 0243－61－1881

デイサービス専用電話
0243-24-3341

温泉利用のデイサービス温泉利用のデイサービス

※１回分のご利用料金となります。

介護保険事業者番号　0771000411

※おむつ代、レクリエーション、
　その他個人使用分は実費と
　なります。

予防通所介護受付中

ご利用料金のご案内（個人負担分）
基本料＋入浴
￥608＋￥50
￥677＋￥50
￥789＋￥50
￥901＋￥50
￥1,013＋￥50
￥1,125＋￥50

￥1,308
￥1,377
￥1,489
￥1,601
￥1,713
￥1,825

￥650

経過的要介護
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５

食　費 合　計
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■
本
宮
町
閉
町
記
念
式
典

　

本
宮
町
の
閉
町
記
念
式
典
と
平

成
18
年
度
本
宮
町
町
民
表
彰
式
は

12
月
16
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み

や
で
行
わ
れ
、
町
民
表
彰
者
や
感

謝
状
贈
呈
者
、
町
民
の
皆
さ
ん
ら

約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
嘉
重
本
宮
町
長
は
「
今
日

の
本
宮
町
を
築
き
上
げ
て
き
た
す

べ
て
の
方
々
に
、
深
甚
な
る
敬
意

と
感
謝
を
表
し
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
今
年
度
の
町
民
表
彰

と
閉
町
に
あ
た
っ
て
町
議
会
議
員

や
各
行
政
委
員
の
皆
さ
ん
ら
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
小
学
生
代
表
８
人
に
よ
る

閉
町
宣
言
、
参
加
者
全
員
に
よ
る

町
民
の
歌
の
斉
唱
の
後
、
町
長
と

高
松
義
行
議
会
議
長
が
町
旗
降
納

し
、
根
本
藤
美
議
会
副
議
長
の
音

頭
で
万
歳
三
唱
を
行
い
、
本
宮
町

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

■
白
沢
村
閉
村
記
念
式
典

　

白
沢
村
閉
村
記
念
式
典
は
、
12

月
24
日
に
し
ら
さ
わ
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
や

表
彰
者
な
ど
約
４
０
０
人
の
皆
さ

ん
が
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

始
め
に
出
席
者
全
員
で
「
し
ら

さ
わ
賛
歌
」
を
斉
唱
し
、
岡
部
善

宜
村
長
が「
今
日
ま
で
村
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
情
熱
を
注
い
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
様
方
の

ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
今
年
度
各
ス
ポ
ー
ツ

分
野
で
活
躍
し
た
中
学
生
と
指
導

者
に
村
長
賞
が
、
議
会
議
員
や
農

業
委
員
会
委
員
の
皆
さ
ん
ら
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

白
沢
中
学
校
生
徒
会
長
の
渡
辺

将
仁
く
ん
と
副
会
長
の
茂
木
美
里

さ
ん
が
閉
村
宣
言
を
行
い
、
村
長

と
根
本
善
裕
議
会
議
長
が
壇
上
に

掲
揚
さ
れ
た
村
旗
を
降
納
。
最
後

に
出
席
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
斉
唱
し
、
白
沢
村
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

感
極
ま
っ
て
涙
ぐ
む
方
の
姿
も
見

受
け
ら
れ
、
歴
史
の
重
さ
と
白
沢

村
が
な
く
な
り
ゆ
く
さ
び
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

本
宮
町
閉
町
式
で
行
わ
れ
た
平

成
18
年
度
の
町
民
表
彰
式
で
は
、

地
域
振
興
や
防
災
活
動
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
町
の
振
興
発
展

に
長
年
貢
献
さ
れ
た
方
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
特
別
功
労
者
１
人
、

一
般
功
労
者
６
人
と
善
行
表
彰
２

団
体
へ
、
佐
藤
町
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

《
特
別
功
労
表
彰
》
大
内
勉
さ
ん

《
一
般
功
労
表
彰
》
野
尻
進
さ
ん

▽
沼
隆
嗣
さ
ん
▽
橋
本
宏
美
さ
ん

▽
津
田
英
雄
さ
ん
▽
鈴
木
治
義
さ

ん
▽
（
故
）
加
藤
幸
栄
さ
ん
《
善

行
表
彰
》
本
宮
地
方
歌
謡
音
楽
愛

好
会
▽
本
宮
町
福
寿
会
連
合
会

平
成
18
年
度
本
宮
町
町
民
表
彰

※
白
沢
村
の
平
成
18
年
度
村
民
表
彰
は
４
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

▲本宮町の町旗降納▲白沢村の村旗降納

水廻りのリフォームを考えて見ませんか。

福島県本宮市本宮字仲町39
TEL 0243－33－3031
FAX 0243－33－3036

〒969－1124

株式会社小山設備

給排水給湯工事・衛生設備・各種ユニットバス施工販売
各種給湯機　点検・修理

謹
賀
新
年

本宮市本宮字

〜
本
宮
町
・
白
沢
村
で
閉
町
・
閉
村
式
を
開
催
〜

〜
本
宮
町
・
白
沢
村
で
閉
町
・
閉
村
式
を
開
催
〜

長
い
歴
史
に
幕

長
い
歴
史
に
幕
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利用児童募集
放課後児童クラブ・幼児クラブ 平成

19年度

●放課後児童クラブ
◆目的と対象児童
　・放課後児童クラブは、保護者が仕事などで昼間家庭にいない小学校低学年の児童に対し、適切な遊び・生活の場

を提供し、児童の健全な育成を図ります。対象は、小学校１～３年生のお子さんです。
◆募集施設

●幼児クラブ
◆目的と対象児童
　・市内在住の幼児と保護者を対象に、集団遊びを通して幼児の豊かな心と社会性を養い、保護者同士の仲間づくり

を図ります。対象は、３歳～６歳の幼児とその保護者です。
◆募集クラブ

●申込方法
　申込用紙は、各クラブにありますので、必要事項を記入のうえ、利用を希望するクラブへ提出してください。
◆受付期間　　　平成19年２月５日（月）～13日（火）午後２時～午後６時
◆問い合わせ先　本宮市教育委員会　幼保学校課　幼保教育係（内線247）

クラブ名 所在地・電話番号 保育時間 保　育　料

もとみや放課後児童クラブ 本宮字馬場74－１（本宮第１児童館）
（33－2006）

通常
授業終了後～午後６時

（別途料金により午後７時まで）

土曜、夏休み等の長期休業日
午前７時～午後６時

（別途料金により午後７時まで）

基本分
（午後６時までの利用分、

おやつ代を含みます。）
月額：2,000円～7,000円

（市町村民税の額により異なります。）
日額：500円

延長分
（午後６時～午後７時までの利用分）
月額：2,000円
日額：100円

まゆみ放課後児童クラブ 本宮字花町33－１（本宮第２児童館）
（33－5244）

五百川放課後児童クラブ 荒井字山神36－２（五百川幼稚園）
（33－3762）

岩根放課後児童クラブ 岩根字下年神12（岩根放課後児童クラブ館）
（39－2585）

和 田 こ ど も ク ラ ブ 和田字学校前３（和田幼稚園）
（44－3115）

糠 沢 こ ど も ク ラ ブ 糠沢字原23（糠沢幼稚園）
（44－3116）

白 岩 こ ど も ク ラ ブ 白岩字馬場166（白岩幼稚園）
（44－2216）

幼児クラブ名 募集人員 曜　　日 保育時間 利　用　料

ひよこ（第二児童館） 30組 月・水・金 午前９時30分～11時30分 月額1,500円

㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

　
㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

　
㈲
タ
カ
ト
ク
設
備（
３
３
―
２
１
８
３
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
０
９
番
地

　
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

　
㈲
佐

藤

商

会（
３
３
―
５
８
７
５
）

　

本
宮
市
仁
井
田
字
富
士
内
１
番
地
１

　
㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25

　
㈲
キ
ン
グ
設
備
工
業（
３
３
―
１
２
４
８
）

　

本
宮
市
青
田
字
戸
ノ
内
１
２
２
番
地
11

　
㈲
タ
カ
マ
ツ
設
備（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

　
㈱
大
敬
工
業
所（
４
８
―
３
２
５
３
）

　

大
玉
村
玉
井
字
中
森
３
番
地

　
㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

　
㈲
須
藤
住
機
工
業（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

本宮町水道工事指定店会謹賀新年

（有）
市
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広報もとみや　平成19年1月

謹　賀　新　年

上席師範　　　　　渡　辺　岳　葉
本宮支部長　　　　遠　藤　栄　岳
吟剣詩舞の会々長　坂　上　康　風
責任者　　　　　　遠　藤　準　栄

平成19年１月元旦

郡山吟道会本宮支部・常磐神刀流創風会・本宮吟剣詩舞の会

本宮市仁井田字下ノ原28－69　TEL 33－4161

会　長　　高　橋　敏　子
　外　　　役　員　一　同

あけましてお目出度うございます。
今年もよろしくお願い申し上げます。

平成19年１月元旦

本宮市本宮ゲートボール協会

（ゲートボールで健康づくりを）

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
19
年
度
臨
時
職
員
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
職
種
・
募
集
人
数

・
一
般
事
務　
　

２
名

・
医
療
事
務　
　

１
名

・
保
育
士　
　
　

５
名

・
幼
稚
園
教
諭　

２
名

・
学
校
用
務
員　

１
名

・
調
理
師　
　
　

１
名

◆
募
集
期
間
・
受
付
時
間

　

１
月
29
日（
月
）～
２
月
２
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
応
募
方
法

　

本
宮
市
役
所
総
務
課
に
履
歴
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書

は
、
総
務
課
に
備
え
て
あ
る
募
集

要
項
に
も
添
付
し
て
い
ま
す
が
、

市
販
の
履
歴
書
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

◆
賃
金

　

賃
金
は
、
本
宮
市
賃
金
支
弁
職

員
雇
用
管
理
規
程
に
よ
り
支
給
し

ま
す
。
そ
の
他
募
集
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
本
宮
市
役
所
総
務

課
に
備
え
て
あ
る
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部　

総
務
課　

職
員
係

　
（
☎
内
線
２
１
６
～
２
１
８
）

償
却
資
産
の

申
告
を
忘
れ
ず
に

　

事
業
を
行
い
、
償
却
資
産
（
事

業
の
た
め
に
使
う
機
械
や
器
具
、

備
品
な
ど
）
を
有
し
て
い
る
方

（
法
人
・
個
人
と
も
）
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
資
産
の
状
況

を
、
１
月
31
日
ま
で
に
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は

申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
事
項
を
記
載
し
、
市
役

所
総
務
部
税
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
本
宮
市
内
に
あ
る
資

産
に
限
り
ま
す
。）

　

な
お
、
事
業
と
は
、
営
業
・
農

業
・
不
動
産
業
な
ど
を
い
い
ま
す
。

新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
に
は
通

知
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
償
却
資

産
を
有
し
て
い
る
方
は
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部　

税
務
課　

資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
６
６
）

お
気
軽
に
ご
参
加
を

す
こ
や
か
子
育
て
相
談
室

　

２
月
３
日
は
節
分
で
す
。
左
記

の
保
育
所
・
幼
稚
園
で
は
、
次
の

日
程
で
、
豆
ま
き
を
行
い
ま
す
。

　

入
所
・
入
園
し
て
い
な
い
お
子

さ
ん
で
も
、
家
族
の
方
と
一
緒
に

参
加
で
き
る
楽
し
い
行
事
で
す
。

立
春
を
感
じ
る
節
分
の
行
事
に
、

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
２
月
１
日
（
木
）】

・
第
三
保
育
所

　
　
　
　
（
３
３―

３
８
０
４
）

・
第
四
保
育
所

　
　
　
　
（
３
３―

５
６
４
４
）

【
２
月
２
日
（
金
）】

・
第
一
保
育
所

　
　
　
　
（
３
３―

２
４
４
６
）

・
第
二
保
育
所

　
　
　
　
（
３
３―

３
７
５
０
）

・
五
百
川
幼
稚
園

　
　
　
　
（
３
３―

４
３
７
０
）

・
岩
根
幼
稚
園

　
　
　
　
（
３
９―

２
１
０
９
）

　

詳
し
く
は
、
各
保
育
所
・
幼
稚

園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
す
こ
や
か
子
育
て
相

談
室
」
で
は
、
３
月
に
ひ
な
祭
り

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ごみ収集を休みます
２月12日（月）～14日（水）

　点検整備のため、ごみステーションには
ごみを出さないようご協力をお願いしま
す。もとみやクリーンセンターへの搬入も
できません。
◆問い合わせ先
・もとみやクリーンセンター　33－5499
・生活福祉部　生活安全課　環境保全係
　　33－1111（内線１１４）
・白沢総合支所　住民生活課　生活環境係
　　44－2111（内線５２２）

   一般競争入札による
　　　市有財産売り払い
　本宮市所有の「土地」の売払いを一般競
争入札の方法により行います。
◆所在地　本宮市本宮字坊屋敷198番２
◆区　分　土地　　　◆地　目　宅地
◆地　積　2228.23㎡（674坪）
◆売却予定価格　11,000,000円
◎建物および構造物がありますが、現況の

まま引渡しとなります。
◆入札参加申込の期間
　１月25日まで（土・日を除く）
　午前８時30分から午後５時まで
◆入札執行の日時および場所
　日時　１月30日（火）午前10時00分
　場所　本宮市役所　１階　会議室
◆申し込み・問い合わせ先
　施設管理課　財産管理係（内線２３０）
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本宮・青田・荒井・仁井田・高木・岩根・関下地区

１月20日（土） ㈲佐藤商会 33－5875

１月21日（日） ㈲光設工業所 48－2413・33－1895

１月27日（土） ㈲キング設備工業 33－1248

１月28日（日） ㈲タカマツ設備 33－5242

２月３日（土） ㈱大敬工業所 48－3253・48－3665

２月４日（日） ㈱小山設備 33－3031

２月10日（土） ㈲須藤住機工業 48－2357

２月11日（日） ㈲浜野和水道 33－2788

２月12日（祝） ㈲本宮設備 33－2592

２月17日（土） ㈲タカトク設備 33－2183

２月18日（日） オオナミ㈱ 33－1001・33－2412

２月24日（土） ㈲佐藤商会 33－5875

２月25日（日） ㈲光設工業所 48－2413・33－1895

和田・糠沢・白岩・長屋・稲沢・松沢地区

１月14日（日）～１月20日（土）
　㈱小山設備 33－3031
１月21日（日）～１月27日（土）
　㈲本宮設備 33－2592
１月28日（日）～２月３日（土）
　㈱野地工業所 22－5039
２月４日（日）～２月10日（土）
　㈲佐藤商会 33－5875・33－5031
２月11日（日）～２月17日（土）
　㈱元晃工業 23－3880・23－6360
２月18日（日）～２月24日（土）
　㈲三和設備 44－4542・44－3978
２月25日（日）～３月３日（土）
　㈲サンシステム 44－3937

漏水当番のお知らせ

水道メーター検針のお知らせ
　12～１月分の水道メーター検針を、１月20日（土）
から、１月25日（木）に、実施しますので、メーター
ボックスの上には物など置かないよう、ご協力をお願
いします。

水道管凍結にご注意を
　本格的な冬を迎え、水道管の破裂などが多く発生し
ます。凍結の恐れのあるところでは電熱線を巻くなど
して、水道管やメーター器を寒さから守る処置をして
ください。

JAバンクは特別金利で
うれしい春をバックアップします！

くわしくはお近くのJA支店
　またはMA（マネーアドバイザー）まで…♪

○取引条件に関わらず特別金利をご利用いただけます。
○最大500万円を最長13年半（据置期間も含めた最長ご融資期間）までのご融資。
○入進学時はもちろん、在学中でもご利用いただける便利なローンです。
　保　証…福島県農業信用基金協会の保証を受けていただきます。（保証料率　年0.55％）
　手数料…事務手数料が1,050円必要となります。

注）金利は金利情勢により変わることがあります。

年1.6％（変動金利）

JA教育ローン応援キャンペーン実施中！！JA教育ローン応援キャンペーン実施中！！JA教育ローン応援キャンペーン実施中！！ 平成18年10月２日～
平成19年４月27日まで（ ）

JAバンクは特別金利で
うれしい春をバックアップします！

注）金利は金利情勢により変わることがあります。

年1.6％（変動金利）
JAみちのく安達

市のすがた（平成19年1月1日現在） 12月交通事故発生状況（旧白沢村） 12月交通事故発生状況（旧本宮町）

件 数 死 者 傷 者
本 年 5（ 34） 0（ 0） 　5（ 40）
前 年 3（ 39） 0（ 3） 　6（ 49）
増 減 2（− 5） 0（−3）  −1（− 9）

件 数 死 者 傷 者
本 年 12（140） 1（2） 15（181）
前 年 13（149） 0（2） 13（178）
増 減 −1（− 9） 1（0）   2（  3）

納期のお知らせ

市県民税　　　　　　　４期分（本宮地区のみ）
固定資産税　　　　　　４期分（白沢地区のみ）
国民健康保険税　　　　７期分
介護保険料　　　　　　７期分
住宅使用料　　　　　　１月分
保育所・幼稚園保育料　１月分
預かり・放課後保育料　１月分（白沢地区は12月分）

納期限　１月31日（水）

市営住宅の空家状況

　※ただいま空家は
　　　　　　ありません。

◆問い合わせ先
・産業建設部建設課管理係

（☎内線145）
・白沢総合支所 建設課管理係

（☎内線526）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
本
宮
市

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
小
さ
な

市
で
は
あ
り
ま
す
が
、
夢
と
希
望

が
大
き
く
ふ
く
ら
む
市
と
な
る
よ

う
願
い
た
い
も
の
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
、
新
し
い
広
報
も
と
み
や

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
○や

男　性 15,524人
女　性 16,230人
総人口 31,754人
世帯数 　  9,357世帯
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問い合わせ先　●生活福祉部  保健福祉課  健康づくり係　☎33－1111　●白沢総合支所  白沢保健センター  保健係　☎44－4188

種　　　類 対　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
３～４か月児健康診査 実施日において満３～４か月児 ２月14・28日（水） ９：00～９：30 谷 病 院

乳児健康診査
（９か月児・10か月児健診） 平成18年４月生まれ・５月生まれ ２月26日（月） 13：00～13：30 白沢保健センター

１歳６か月児健康診査 ２月はありません
３歳児健康診査 平成15年８月21日～10月28日生まれ ２月28日（水） 13：00～13：30 白沢保健センター
すくすく教室

（４か月児健康相談・離乳食教室） 平成18年10月生まれ ２月14日（水） ９：30～９：40 白沢保健センター

健康相談・
乳幼児健康相談

体の健康、育児やこどもの健康について
気になっていること、不安なことがある
方は、どなたでもおいでください。

２月21日（水） ９：30～11：30 白沢保健センター

チャットの会 就学前のお子さんと父母 ２月15日（木） 10：00～11：30 白沢保健センター
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
　すくすく教室には「母子健康手帳・エプロン」をお持ちください。

和田・糠沢・白岩・長屋・稲沢・松沢地区の方

種　　　類 対　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
３～４か月児健康診査 実施日において満３～４か月児 ２月14・28日（水） ９：00～９：30 谷 病 院
10か月児健康診査 平成18年３月26日～４月22日生まれ ２月22日（木） 13：00～13：30 本 宮 体 育 館
１歳６か月児健康診査 平成17年７月11日～８月７日生まれ ２月７日（水） 13：00～13：30 本 宮 体 育 館
３歳児健康診査 平成15年10月17日～11月６日生まれ ２月６日（火） 13：00～13：30 本 宮 体 育 館
親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ２月５日（月） ９：30～11：00 本 宮 体 育 館

本宮・青田・荒井・仁井田・高木・岩根・関下地区の方

※白沢保健センターで実施される、「すくすく教室」「チャットの会」もご希望があれば参加できます。

保健衛生だより保健衛生だより

１月21日
（医）幹正会　よしだ内科 本宮市本宮字一ツ屋 63－2333
（医）ダザイ胃腸科内科医院 二本松市表 22－9255
（医）原医院 二本松市若宮 23－2111
（医）広仁会金子医院（小児） 二本松市小浜 55－2343
１月28日

（医）渡辺クリニック 本宮市高木字高木 34－3311
（医）森小児科医院（小児） 二本松市郭内 22－3215
社会保険二本松病院 二本松市成田 23－1231
和田医院（※） 二本松市小浜 55－2303
２月４日
吉田医院 本宮字馬場 34－2463
かさい小児科クリニック（小児） 二本松市油井 22－8800
野地眼科 二本松市若宮 23－0024
岩代国保診療所（※） 二本松市百目木 56－2461
２月11日
いしわたクリニック 荒井字東学壇 63－2826
みうら内科クリニック（小児） 二本松市羽石 22－5512

（医）辰星会枡記念病院 二本松市住吉 22－3100
小泉医院（※） 二本松市木幡 46－2321
２月12日

（医）坂本クリニック（小児） 本宮字千代田 34－1188
（医）高橋内科医院 二本松市油井 22－5636
東雲堂医院 二本松市岳温泉 24－2830
２月18日

（医）慈久会谷病院 本宮字南町裡 33－2721
（医）静心会斎藤医院 二本松市若宮 22－0036
（医）菊慈会きくち整形外科医院 二本松市油井 23－2627
和田医院（※） 二本松市小浜 55－2303
２月25日
兼谷胃腸科外科医院 本宮字舘町 33－4141
春山あだたら診療所 二本松市苗松 24－2024

（医）土川産婦人科医院（小児） 二本松市松岡 22－0035
今古堂医院（※） 二本松市西新殿 57－2101

日曜・祝日当番医

診療時間　９：00～17：00、（※）は、９：00～12：00
（小児）は、小児科標榜医療機関

病院群輪番制日程表
月 １月 ２月
日 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

曜　　日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎
枡 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎
谷 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●
二本松病院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ◎

病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達
管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたるものです。

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）



1�

「広報もとみや」は、古紙配合 100％の再生紙を使用しています。

編集・発行／本宮市　総務部　秘書広報課
〒969－1192　福島県本宮市本宮字万世212　☎ 0243－33－1111　ＦＡＸ 0243－34－3138
http://www.city.motomiya.lg.jp　　E-mail　info@city.motomiya.lg.jp

岩
角
寺
大
梵
天
祭
（
和
田
字
東
屋
口
）

　

約
３
５
０
年
の
歴
史
を
持
つ
正
月
の
伝
統
行
事
「
岩
角
山
の
大
梵
天
（
ぼ

ん
て
ん
）
祭
」
は
１
月
３
日
、
和
田
字
東
屋
口
の
岩
角
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
「
梵
天
争
奪
戦
」
に
は
た
く
さ
ん
の

人
々
が
参
加
し
、
持
っ
て
い
る
と
家
内
安
全
や
御
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
る
梵
天

を
、
わ
れ
先
に
と
奪
い
合
い
ま
し
た
。
梵
天
争
奪
戦
で
は
、
岩
角
寺
の
毘
沙
門

堂
で
護
摩
供
養
さ
れ
た
12
本
の
大
梵
天
が
１
本
ず
つ
男
女
別
に
信
者
に
投
じ

ら
れ
、
無
病
息
災
を
願
っ
て
梵
天
や
竹
が
引
き
ち
ぎ
ら
れ
持
ち
帰
ら
れ
ま
す
。

安
達
太
良
神
社
の
初
詣
（
本
宮
字
舘
ノ
越
）

　

大
み
そ
か
か
ら
元
日
に
か
け
て
安
達
太
良
神
社
に
は
、
毎

年
大
勢
の
人
た
ち
が
参
拝
に
訪
れ
ま
す
。

　

午
前
０
時
を
め
ざ
し
て
初
詣
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
静
か

に
両
手
を
あ
わ
せ
、
１
年
間
の
無
病
息
災
や
家
内
安
全
な

ど
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
、
厄
年
や
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
よ
る

み
か
ん
ま
き
や
、
安
達
太
良
太
鼓
の
演
奏
も
行
わ
れ
大
変
な

に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

歳
時
記

も
と
み
や

　

本
宮
地
区
、
白
沢
地
区
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
受
け
継
が
れ
行
わ
れ

て
き
た
ま
つ
り
や
太
々
神
楽
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
伝
統
行
事
や
季

節
の
行
事
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
し
「
本
宮
市
」
と
な
っ

て
も
受
け
継
が
れ
る
こ
れ
ら
の

伝
統
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

ま
た
季
節
の
風
物
詩
や
見
所
な

ど
を
「
も
と
み
や
歳
時
記
」
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
新
ふ
る
さ
と
発
見

に
役
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。


